
 

 

ちあきの星空情報    2025年2月 

  田中千秋（たなかちあき） 

惑星大集合 

８惑星を見る 

太陽系の惑星は８個あります。太陽に近い公転軌道の惑星から順に、水星、金星、地球、火星、

木星、土星、天王星それに海王星です。 

この８惑星を一度にすべて見るというのは、なかなかチャンスがやってきませんが、なんと今月

（２月）の後半にそのチャンスがやってきます。 

最初に下図で 8個の惑星を確認しましょう。 

 

太陽の周りを公転する惑星の説明図 

 



 

 

2月 23日 18時 10分頃の星空。西から水星、土星、海王星、金星、天王星、木星、火星それに地面は 

地球。各惑星が位置する星座は、「水星＝みずがめ座」、「土星＝みずがめ座」、「海王星＝うお座」、 

「金星＝うお座」、天王星＝おひつじ座」、「木星＝おうし座」、「火星＝ふたご座」 です。 

この８惑星には私たちの住む地球が含まれていますので、天体として見えるのは７個になります。 

夕空の中で、西の地平線近くには水星と土星をみつけることができます。 

海王星も西の空に見えますが、天頂付近にある天王星とともにはるか遠くに存在していますので、

肉眼では見ることができません。この２星は天体望遠鏡を使って探す必要があります。 

残る金星、木星及び火星は星座をかたちづくる恒星の 1等星よりも明るく、はっきりと確認でき

ますので星図で位置を確認して肉眼で探しましょう。 

このうち、木星、火星それに西空の金星、土星及び水星は肉眼で見られるだけでなく、天体望遠

鏡を使うと面積体として見られます･･･下図参照 

各地で行われる天体観望会などに参加して、ぜひ本物の惑星を見ましょう。 

 

天体望遠鏡で見ても恒星は大きくは見えませんが、月や惑星は大きく拡大して見ることができます。 

 

２月の惑星 

水星 

水星は２月９日に外合となり、太陽の向こう側に位置するため、２月後半にならないとみること

ができません。 

（明るさ－１.０～－１.１等級） 

金星 

宵の明星として、夕方の南西の空に明るく輝いており、２月１５日が最大高度となります。天体

望遠鏡で見ると、月と同様にかけた姿で見られます。 

（明るさ－４.８～－４.８等級） 



 

 

火星 

１月１２日に地球に最接近しますので、とても明るく輝いて見えます。 

ふたご座の１等星ポルックスに近い位置なので、明るさの比較をすると火星の方が明るいことに

気づきます。他の星に比べて赤く輝いています。天体望遠鏡があれば、表面の模様も観察してみま

しょう。 

（明るさ-１.１～－０.３等級） 

木星 

西の空では金星が明るく輝き、東天頂付近には木星が煌々と輝いて見えます。 

おうし座の角の部分に位置し、１等星のアルデバランも近くに輝いていますから、すぐにみつけ

ることができます。 

（－２.４～－２.２等級） 

土星 

日没時から南西の空に見ることができますが、日々、高度が低くなってきます。天体望遠鏡では

細い環を確認できます。 

（１.１～１.１等級） 

 

２月の天文情報 （月齢は正午の値） 

日 曜日 月齢 天文現象など 

１ 土 2.6 夕方細い月と土星が接近して見られる（昼間に土星食） 

２ 日 3.6 節分 夕方～宵に細い月と金星が接近（南西の空） 

３ 月 4.6 立春（二十四節気） 木星とヒヤデス星団が最接近 

４ 火 5.6  

５ 水 6.6 上弦の月 天体望遠鏡で月面Xが見られる 

６ 木 7.6 月とプレアデス星団が大接近 

７ 金 8.6 月と木星が並ぶ 

８ 土 9.6 月の赤緯が最北 

９ 日 10.6  月と火星が大接近 

１０ 月 11.6 火星食（一部地域のみ） 

１１ 火 12.6 建国記念の日 

１２ 水 13.6 満月（スノームーン） 

１３ 木 14.6  

１４ 金 15.6  

１５ 土 16.6 金星が最大光度 

１６ 日 17.6  

１７ 月 18.6  

１８ 火 19.6 雨水（二十四節気） 月の距離が最遠 

１９ 水 20.6  

２０ 木 21.6  

２１ 金 22.6 下弦の月 

２２ 土 23.6  

２３ 日 24.6 天皇誕生日 月の赤緯が最南 

２４ 月 25.6 振替休日 

２５ 火 26.6  

２６ 水 27.6  

２７ 木 28.6  

２８ 金 0.1 新月 



 

 

２月の星空案内図 

 
２月の中旬、午後９時ころの星空です。 

使用する星図は、㈱アストロアーツの許諾を受け、天文ソフト「ステラナビゲータ１２」を使用してい

ます。 


